
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むし歯 ３８ 人 

歯石 ２６ 人 

歯肉炎 ３ 人 

顎関節症の疑い ４ 人 

令和 6年 5月 

石川県立門前高等学校 

保健室 

もうすぐ総体・総文ですね。これまでの練習の成果が発揮できるように、応援しています！ 

総体・総文が終わり、落ち着いたら、ぜひ早めに歯科・眼科治療に行きましょう。 

 

 

歯科検診の結果より 

「要受診」の人は、５５人（１００人中）でした。 

内訳（重複あり） 

 

要受診者の中には、昨年度から治療を 

していない人もいます。 

むし歯や歯石は、自然に治ることは 

決してありません。 

見た目ではわからなくても、確実に 

むし歯は進行しています。 

むし歯・歯石の治療を早めにしよう！！ 
 

歯科検診で、むし歯や歯石と言われた人が多いと思います。 

「まだ痛みがないし大丈夫」 「時間がないし後回し」 などと 

理由をつけ、歯医者へ行かない人が多いと思います。 あなたもそうではありませんか？ 

しかし、むし歯は放っておくとどんどん進行していき、痛みが出たときには、むし歯が神経にまで 

到達しているかもしれません。 

また、そうなってくると、歯や神経を抜くなど、最初の方の治療よりも痛い思いをしないと 

いけません。 

歯は一生ものです。 

今、後悔しないためにも、早めの治療をお願いします。 

では、むし歯や歯石を放って 

おくと、どうなるのでしょう？ 

むし歯の 
進行 

保健委員 ３２H ○○○○さんが、以下の記事を作成してくれました！ ありがとう！！ 

★右に向かって 

進行していきます。 

C3～C4 まで進行すると、 

歯や神経を抜く場合もある 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むし歯だけじゃない！ 歯周病にも気を付けよう 
～歯周病菌が及ぼす全身への悪影響～ 

「歯周病」という病気を耳にしたことはありますか？ 歯周病とは、「歯周病菌」により、歯肉に炎症を起こして、歯の組

織が破壊されることで、最悪の場合、歯を失うことにもなる病気です。歯周病菌は、歯垢・歯石をすみかとしており、口

から体中に運ばれて、全身に悪い影響を及ぼします。歯周病予防を心がけることが、全身の健康にもつながります。 

むし歯とともに 

歯周病が進んでいく！ 

歯磨きが不十分で 

食べかすが残っていると･･･。 

むし歯菌が歯垢を作り 

出します。歯垢の中には 

歯周病菌も住んでいます。 

（歯垢は細菌の塊！） 

歯垢が放置され、硬くなって歯

にこびりついた状態の「歯石」

になると、歯磨きでは取り除け

ず、ますます歯周病菌が増えて

いきます。歯肉に炎症も生じま

す。 

 

歯肉炎が進行すると、歯周病を

発症します。歯を失うことになる

ばかりか、全身にも影響が及ん

でいきます。 

 
むし歯も同時進行で 

発症します 

心臓病 

歯周病菌が血液中に流れ込み、心臓
の内膜に付着すると、心内膜炎を引き
起こすことがあります。 

肺炎 

歯周病菌が気管に入り込む
と、肺炎になることがあります。 

脳卒中・認知症 

歯周病菌は動脈硬化(血管の狭窄)を促進さ
せるため、脳血管疾患(脳卒中など)のリスクを
高めます。 

肥満・糖尿病 

歯周病菌の出す毒素により肝臓に脂肪が
沈着します。さらに、血糖値をコントロールす
る働きを妨げ、糖尿病を悪化させます。 

他にも様々な器官に影響を及ぼします。 

 

「むし歯ではないから、治療をしなくても良いだろう」と、歯石を放置している人はいませんか？ 

歯石は歯磨きでは除去できません。歯科医院で除去してもらう必要があります。歯石を放置すると、歯周病

となり、歯を失うこともあります。今回の歯科検診で「歯石あり」と言われた人は、必ず受診をしてください。 

～むし歯だけでなく、歯石の治療も必要です！～ 

 

学校歯科医の「マルト歯科医院」

さんは、現在は午後５時まで診療

可能です。学校からとても近いの

で（徒歩５分）、学校終わりに行く

のもおすすめです！（事前に予約

するのを忘れずに） 
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歯科治療率の推移（％）  

治療率は年々減少しています。

忙しい毎日ですが、ぜひ時間を

見つけて治療に行きましょう！ 


